
　私は現在、東京大学医学部附属病院の心臓外科・
呼吸器外科に勤務しています。東京大学医学部附属病
院は一般病床1,157床・精神病床48床・保険外病床21床
の計1,226床を有する特定機能病院として患者さんに最
適な医療を提供しています。
　また、日本で11カ所しかない肺移植の実施認定施設と
して、現在勤務している部署が中心となり、肺移植適応
の精査や移植手術を行っています。2020年度は生体肺
移植8件、脳死肺移植20件が行われ年々増加傾向にあ
ります。
　私は、2007年に藤田保健衛生大学衛生学部衛生看
護学科（現・藤田医科大学保健衛生学部看護学科）を卒
業し、藤田保健衛生大学病院（現・藤田医科大学病院）
に就職し、当時の1-5B病棟に配属されました。その後
3-6病棟に異動し2012年に退職しました。実家の近くの
病院に就職することも考えましたが、色々な経験を積み
たいと思い、一念発起して2012年に東京大学医学部附
属病院に再就職しました。入職後は救命救急センターに
配属され、救急病棟や救命ICU・救急外来で勤務しまし
た。救命救急センターには約7年半勤務し、その後現在
の部署である心臓外科・呼吸器外科に異動となりました。
途中、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、当院で
も新型コロナウイルス感染症の患者さんを受け入れること
となり、2020年4月より半年ほど救命ICUに戻り、新型コ
ロナウイルス感染症患者の看護を行いました。現在は元
の部署に戻り心臓や肺などの周術期の看護を行っていま
す。
　看護師になって、今年で15年目を迎えます。看護師

人生を振り返ると、藤田保健衛生大学病院で働いた5年
間は私の看護師人生の基礎となりました。最初に配属さ
れた病棟はとても繁忙度が高く、毎日疲れ果てていまし
た。右も左もわからない新人看護師の私にとってはかなり
過酷な環境だったと思います。看護師に向いていないの
ではないかと思うことも多々ありましたが、先輩や同僚に
助けていただき、励まされ何とか辞めずにやってこれまし
た。また、患者さんから「ありがとう」という感謝の言葉を
いただき、自分は何も出来ていないのに申し訳ないと思う
反面、その言葉を励みに頑張ることができました。
　東京大学医学部附属病院では藤田で学んだことを糧
に、救命救急センターでは生死に関わるような重症の患
者さんを、現在の部署では肺移植など命をつなぐ看護を
させていただいております。
　このように、多くの先輩方や職場のスタッフ・患者さんと
出会い、学び、助けられ、
さまざまな事を経験し、
育てていただいたおかげ
で今の自分があるのだと
思います。支えてくださっ
た皆さんにこの場を借り
て感謝申し上げます。あ
りがとうございました。
　また、コロナ禍の大変
な時期ではありますが、
いつか平穏な日々 が訪れ
ますよう心から願っており
ます。

左から光田益士講師、須釜淳子教授、小柳礼恵講師、臺美佐子准教授

社会実装看護創成研究センターが
設置されました
　2021年4月1日より本学保健衛生学部に「社会実装看護創成研究センター」が新設されました。
　臨床現場の技術革新が進む中、看護領域においてもロボットやICT、AIなどのテクノロジーの有効活
用が求められています。一方で、医工連携と異なり、看工連携の社会実装に関する理論および方法論は、
未だ確立されていないのが現状です。本センターでは、大学病院や地域包括ケア中核センターと協力し、
看護実践の場でこれらの研究を推進するとともに、次世代を担う人材の育成にも取り組みます。

組織体制
　本センターの体制は、ニーズや課題の抽出、デー
タベース化および実装研究を行う共創型研究部門
と、同部門が抽出した課題に対し看護理工学から
アプローチする課題焦点型研究部門の2部門で構
成。生体･生活情報を導出するシステム構築やデ
バイス開発を通じて、健康増進や保健・医療、さ
らには地域包括ケアやまちづくりに寄与することをめ
ざします。
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社会実装看護の創成とシステムの構築により
地域包括ケアに貢献

活動報告
　7月3～5日、アジア太平洋地域の創傷・オストミー・失禁管理領域の発展と質の向上を目的に隔年開催されている国際
学会「The 9th Asia Pacific Enterostomal Therapy Nurse Association Conference（APETNA）」に参加しました。
同学会は、「第30回日本創傷・オストミー・失禁管理学会学術集会」と合同でオンライン開催され、COVID-19パンデミック
下の皮膚・排泄ケアについてさまざまな角度から意見が交わされました。本学からは当センターの須釜淳子教授と臺美佐
子准教授がシンポジウムに登壇。「リンパ浮腫患
者のアウトカム改善のための最新テクノロジー」を
テーマに看工連携についての見解を述べました。

国際学会に参加したメンバーオンラインシンポジウムの様子
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看護師人生を振り返って

東京大学医学部附属病院 心臓外科・呼吸器外科

山口 雄志

衛生学部衛生看護学科 2007 年卒業


